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マイクロリアクタを用いた有機塩素化合物の高効率分解装置の開発
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概 要

マイクロリアクタとは、マイクロ流路と呼ばれるサブミクロンから数百μmの反応場を与える反応容

器のことで、体積に対して反応面積が大きく、混合・熱交換が容易であるなどの特徴を持ちます。この

反応場に、熱触媒・紫外応答型光触媒および本研究グループが開発した可視光応答型光触媒を組み込む

ことにより、太陽光・白色光および熱を用いたエネルギーおよび装置コストが低い高効率分解無害化装

置を設計することを目的としています。

光触媒を組み込んだマイクロリアクタを使うことによって、有害な有機塩素化合物から塩素原子を除き、無

害化するとともに、脱塩素化合物を再利用することができます。

【来場者へのメッセージ】

光触媒マイクロリアクタは新しい物質の合成や水素発生にも利用できる可能性のある新しい技術です。
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